
６
月
に
ウ
ィ
ー
ン
で
行
わ
れ
た
国
際
原
子
力
機
関

（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
閣
僚
会
議
で
、
日
本
政
府
は
、「
東
京

電
力
福
島
発
電
所
の
事
故
」
に
つ
い
て
の
資
料
を
提

出
し
た
。
添
付
資
料
を
含
め
７
０
０
ペ
ー
ジ
を
超
す

膨
大
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
資
料
の
日
本
語
版
は
、

経
済
産
業
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

が
で
き
る
。
ま
た
、
英
文
は
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。

同
会
議
に
は
、
５
月
に
来
日
し
た
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
調
査

団
の
報
告
書
も
提
出
さ
れ
た
。
１
６
０
ペ
ー
ジ
の
報

告
書
に
は
、
16
人
の
レ
ビ
ュ
ー
メ
ン
バ
ー
の
名
前
と

所
属
が
記
さ
れ
、
執
筆
者
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。

調
査
団
に
応
対
し
た
日
本
政
府
関
係
者（
官
房
長
官
、

外
務
大
臣
、
経
産
大
臣
な
ど
）
と
、
ラ
イ
セ
ン
シ
ー

（
東
京
電
力
、
日
本
原
子
力
発
電
）
関
係
者
の
名
前

も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
日
本
政
府
資
料
に
は
作
成
者
の
固
有
名
詞

は
な
い
。
表
紙
に
原
子
力
災
害
対
策
本
部
の
名
だ
け

が
あ
り
、
付
属
資
料
か
ら
原
子
力
災
害
対
策
本
部
長

が
総
理
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
み
だ
。

米
国
で
は
、
大
事
故
が
発
生
す
る
と
、
大
統
領
あ

る
い
は
議
会
が
任
命
し
て
委
員
会
が
つ
く
ら
れ
る
。

委
員
会
に
は
、
事
故
原
因
究
明
の
た
め
の
専
任
の
タ

ス
ク
・
フ
ォ
ー
ス
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
）
が
設

け
ら
れ
、
報
告
書
に
は
通
常
、
事
故
の
詳
細
、
事
故

の
原
因
、
事
故
の
再
発
を
防
ぐ
た
め
の
提
言
が
盛
り

込
ま
れ
る
。

米
国
は
、高
度
な
技
術
を
要
す
る
多
く
の
分
野
で
、

世
界
の
最
先
端
を
走
っ
て
い
る
が
、
大
き
な
事
故
も

起
こ
し
て
い
る
。
報
告
書
は
、
そ
う
し
た
事
故
に
つ

い
て
の
事
実
を
国
民
に
知
ら
せ
る
た
め
に
つ
く
ら
れ

る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
て
、
米
国
内
で
は
無
料
で
入

手
で
き
た
。
最
近
は
一
般
に
刊
行
さ
れ
て
い
て
、
国

外
で
も
入
手
で
き
る
。
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
報
告
書

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

が
可
能
だ
。

事
故
報
告
書
に
は
、
設
計
を
行
う
際
に
注
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
ら
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
技
術
者
に
と
っ
て
の
最
大
の
恥
辱
は
、
過
去
に

起
こ
っ
た
事
故
に
類
似
す
る
事
故
を
繰
り
返
す
こ
と

で
あ
る
。
そ
う
し
た
い
く
つ
か
の
面
か
ら
も
、
事
故

報
告
書
は
技
術
者
必
読
の
資
料
な
の
で
あ
る
。

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
号
と
コ

ロ
ン
ビ
ア
号
、
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
子
力
発
電
所
、

９
・
11
テ
ロ
。
こ
う
し
た
事
故
や
事
件
の
公
式
報
告

書
は
、
筆
者
に
と
っ
て
大
切
な
教
科
書
で
あ
る
。

９
・
11
テ
ロ
の
報
告
書
に
も
、
Ｉ
Ｔ
技
術
や
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
関
し
て
、
学
ぶ
べ
き

多
く
の
こ
と
が
ら
が
記
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
の
報
告
書
も
、
冒
頭
に
は
委
員
の
署
名
が

あ
る
。
こ
の
署
名
は
、
膨
大
な
報
告
書
の
内
容
に
責

任
を
持
つ
と
の
意
思
表
示
で
あ
る
。
委
員
は
学
者
、
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の
機
密
情
報
の
扱
い
は
難
し
い
。

先
日
の
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
閣
僚
会
議
で
は
「
福
島
原
子
力

発
電
所
事
故
に
関
す
る
包
括
的
か
つ
完
全
な
透
明
性

を
有
す
る
評
価
（
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
を
日
本
及
び
Ｉ

Ａ
Ｅ
Ａ
か
ら
得
る
こ
と
の
必
要
性
」
を
宣
言
し
た
。

日
本
政
府
は
、
資
料
の
「
む
す
び
」
で
「
こ
の
事
故

に
関
す
る
情
報
と
得
ら
れ
る
教
訓
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
と
世
界
各

国
に
提
供
し
続
け
る
」
と
約
束
し
て
い
る
。

最
終
日
の
議
長
総
括
で
は
、「
各
国
が
、
調
和
の

と
れ
た
方
法
（
た
と
え
ば
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
）
で
レ

ビ
ュ
ー
を
行
う
。
そ
の
た
め
の
支
援
を
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
が

行
う
。
各
国
は
レ
ビ
ュ
ー
結
果
を
、
２
０
１
２
年
の

パ
リ
原
子
力
安
全
会
議
で
報
告
す
る
」
と
、
資
料
の

公
開
を
各
国
に
要
請
し
た
。

し
か
し
こ
れ
に
対
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
聞
は
こ

う
も
報
じ
て
い
る
。

「
原
発
関
係
の
情
報
は
外
部
に
出
し
た
く
な
い
と

考
え
る
参
加
国
も
あ
る
。
テ
ロ
対
策
の
検
討
報
告
書

の
公
開
に
つ
い
て
も
、
テ
ロ
リ
ス
ト
に
情
報
を
教
え

る
こ
と
に
も
な
る
た
め
、
反
対
す
る
声
が
あ
る
」

内
閣
府
は
、
原
発
事
故
の
事
故
調
査
・
検
証
委
員

会
を
設
け
た
。
我
が
国
は
、
原
発
事
故
当
事
国
と
し

て
、現
在
も
原
発
を
運
用
し
て
い
る
各
国
に
対
し
て
、

速
や
か
に
事
故
調
査
報
告
書
を
提
供
す
る
義
務
が
あ

る
と
思
う
。

で
き
れ
ば
、
各
委
員
の
署
名
が
あ
り
、
経
歴
と
業

績
の
記
載
が
あ
る
報
告
書
に
し
て
ほ
し
い
。

事
故
原
因
の
究
明
に
は
、
膨
大
な
技
術
資
料
の
検

討
や
解
析
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
機
密

扱
い
と
な
っ
て
い
る
資
料
の
調
査
も
不
可
欠
に
な
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
米
国
に
学
ぶ
べ
き
点
が
多
い
。

米
国
の
技
術
者
は
、
機
密
資
料
の
と
り
扱
い
に
慣
れ

て
い
る
か
ら
だ
。

米
国
で
は
、
技
術
者
が
競
争
企
業
に
移
る
こ
と
が

多
い
が
、
以
前
勤
務
し
て
い
た
企
業
の
機
密
情
報
を

漏
ら
さ
な
い
と
い
う
技
術
者
倫
理
が
あ
る
。さ
ら
に
、

国
家
機
密
の
漏
洩
に
は
厳
し
い
罰
則
が
科
せ
ら
れ
る

の
で
、
職
業
的
な
ス
パ
イ
で
な
い
限
り
、
機
密
情
報

を
外
部
に
持
ち
出
そ
う
と
は
考
え
な
い
、
と
い
う
常

識
が
あ
る
。

報
告
書
が
公
開
さ
れ
る
場
合
に
は
、
機
密
事
項
を

含
む
詳
細
な
検
討
過
程
は
省
略
さ
れ
、
原
因
か
ら
事

故
へ
の
道
筋
が
一
直
線
に
記
載
さ
れ
る
。そ
れ
で
も
、

安
全
設
計
や
試
験
項
目
に
つ
い
て
示
唆
を
与
え
て
く

れ
る
の
で
、
技
術
者
に
と
っ
て
は
最
高
の
参
考
書
に

な
る
。

関
連
施
設
の
詳
細
図
面
や
、
組
織
や
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
の
欠
陥
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
安
全
・
保
安
面

の
機
密
情
報
が
漏
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
惧

を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
が
、
資
料
が
公
開
さ
れ
る
時

期
に
は
、
問
題
点
は
す
べ
て
改
善
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
よ
う
な
国
際
的
な
機
関
で
は
、
各
国

法
律
家
、
軍
人
、
公
務
員
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
経

営
者
な
ど
多
彩
で
あ
る
が
、
彼
ら
の
経
歴
や
業
績
も

記
さ
れ
て
い
て
、
報
告
書
に
重
み
を
与
え
る
と
同
時

に
、
各
委
員
の
名
誉
が
か
か
っ
て
い
る
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
号
の
事
故
報
告
書
に
は
、
ノ
ー

ベ
ル
賞
物
理
学
者
フ
ァ
イ
ン
マ
ン
教
授
の
名
前
が
あ

る
。
米
国
人
女
性
と
し
て
初
め
て
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト

ル
に
搭
乗
し
た
、
サ
リ
ー
・
ラ
イ
ド
教
授
は
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
ャ
ー
号
と
コ
ロ
ン
ビ
ア
号
の
双
方
の
事
故
の

報
告
書
に
名
前
が
あ
る
。

報
告
書
に
は
通
常
、
タ
ス
ク
・
フ
ォ
ー
ス
の
ス
タ

ッ
フ
全
員
の
名
前
も
記
載
さ
れ
る
。

一
方
、
日
本
政
府
の
資
料
に
は
作
成
者
の
署
名
が

な
く
、
無
機
質
な
報
告
書
と
い
う
感
じ
を
与
え
る
。

報
告
書
に
は
、
大
事
故
の
原
因
が
、
以
下
の
よ
う

に
さ
ま
ざ
ま
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
責
任
体
制
が
は
っ
き
り
し
な
い
組
織
で
あ
る
こ

と
。
技
術
者
間
、
お
よ
び
技
術
者
と
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
足
し
て
い
た
こ

と
。
技
術
者
か
ら
の
問
題
提
起
を
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

が
無
視
し
た
こ
と
。
長
期
間
、
事
故
が
な
か
っ
た
た

め
に
安
全
だ
と
信
じ
込
ん
で
い
た
こ
と
。
過
去
の
事

例
や
類
似
の
事
故
の
教
訓
を
学
ぼ
う
と
し
な
か
っ
た

こ
と
。
高
度
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
の
に
、
担
当
者
に

対
す
る
技
術
訓
練
が
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
、
小
さ

な
事
故
に
対
す
る
初
動
が
適
切
に
と
れ
ず
、
小
事
故

の
連
鎖
が
大
事
故
に
な
っ
た
こ
と
」

こ
の
よ
う
に
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
指
摘
が

多
く
、
事
故
は
人
災
だ
っ
た
と
思
い
た
く
な
る
。
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